
神52-11_20_編集後記_5.01.mcd  Page 2 10/10/15 10:21  v5.01

精神医学 52巻・11号 2010年 11月1144

精 神 医 学（第 52巻 第 11号)

2010年 11月 15日号（毎月 1回 15日発行)

１部定価 2,625 円（本体 2,500 円＋税 5 %)

2010年年ぎめ予約購読料 30,600円・電子ジャーナル閲覧オプ
ション付 39,800円（税込，送料弊社負担)

☎ 販売部直通(03)3817-5659・5660

振替口座 00170-9-96693

発行 株式会社 医学書院 代表者 金原優

〠 113-8719 東京都文京区本郷 1-28-23

☎ 編集室直通 (03)3817-5711 (担当)三由・山﨑

Fax (03)3815-7802

E-mail seishinigaku@igaku-shoin.co.jp

URL http://www.igaku-shoin.co.jp/mag/seishin/

印 刷 所 三美印刷(株) 電話(03)3803-3131

広告申込 (株)ハイブリッジエージェンシー

電話(03)3814-0089

・Published by IGAKU-SHOIN Ltd., 1-28-23 Hongo, Bunkyo-ku, TokyoⒸ 2010, Printed in Japan.

・本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・公衆送信権(送信可能化権を含む)は㈱医学書院が保有します。

・ 〈(社)出版者著作権管理機構 委託出版物〉

本誌の無断複写は著作権法上での例外を除き禁じられています。複写される場合は，そのつど事前に(社)出版者著作権管理機構

(電話 03-3513-6969，FAX 03-3515-6979，e-mail：info@jcopy.or.jp)の許諾を得てください。

・医学書院ホームページ(インターネット)は http://www.igaku-shoin.co.jpです。

今年の夏は異常な猛暑で，熱中症の多発からコメの作柄などまでさまざまな影

響がみられた。一方，尖閣諸島問題などでは平和ボケの眠気を覚まされた感があ

るが，これは現実を多面的に正確に把握する好機ともいえる。日本の精神保健，

精神医療もこの辺で現状把握をし直して改革の一歩を踏み出す必要があるだろ

う。一方，世の中の喧騒とは関係なく，秋が駆け足で走りすぎていきそうである

が，自然の中でほっとした心の安らぎを味わってみたいものである。

「巻頭言」で古川教授は，生物学的な研究では検査データの改善に目標があっ

て，最終的な臨床結果の改善までを目標にしていないと述べている。臨床研究で

は真の臨床目標に向かって，多数(2,000例)の対象と周到な計画に基づいて研究

を行い，たとえば抗うつ薬の第一選択薬の用量は何mgか，第二選択薬は何かな

どを明らかにしようとしており，この結果は世界的に影響が大きいという。臨床

的な判断がある条件のもとで統計的にはっきり示されていれば，安心できるとい

うことであろう。日本でなかなかこの領域の研究者が育たないのは地味な仕事の

ためであろうか。「研究と報告」では森田達也氏らの「がん患者が望む「スピリ

チュアルケア」」が印象深い。89名にインタビューした結果であるが，非常に示

唆的である。すべての精神的苦悩に対して「よく聞いてくれる」「気持ちをわか

っていっしょに考えてくれる」ということの大切さが繰り返し語られた。また，

「予測される経過や予後をあらかじめ聞いて，自分でいろいろなことを決める」

という前向きな考え方と，「死のことは考えずに普通に毎日を過ごす」という受

容的な態度の二通りがあって，その人にあった対応が望まれるという。8つの苦

悩に対して 38の方策が抽出された。緩和ケアにとってきわめて有用な研究結果

であると同時に，日本人の死生観をうかがい知ることができた。また日戸由刈氏

らの「アスペルガー症候群の学齢児に対する社会参加支援の新しい方略」では，

自閉症では困難な仲間づくりを支援するプログラムを作り，小集団で興味に沿っ

た課題設定を行い，仲間関係の形成を図った。さらに，親支援のプログラムを作

り親のサポートを得て，仲間づくりが進展し維持されたという報告は，アスペル

ガー症候群の学齢児の発達を支援する方法として興味深かった。

「紹介」欄では田中緑氏の「感情障害を対象とした集中的通院による認知行動

療法プログラム」が興味深かった。米国マックリーン病院での実践報告であった

が，入院をせずに入院と同じように長時間をかけて集中的に行う認知行動療法で

ある。認知行動療法の研修に公的な支援が行われるようになったわが国において

も，今後に役立つ報告といえる。 (T.K.)
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